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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信機、復調器、スリープクロック、および、システムクロックを備える無線通信デバ
イスにおいてスリープクロックエラーを補正するための方法であって、
　第１のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスをスリープモードに置くことと、ここ
において、前記無線通信デバイスは、前記スリープモードの間、前記受信機、前記復調器
、および、前記システムクロックをパワーダウンし、
　前記第１のスリープ期間後、第１の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを中
間ウェイクモードに置くことと、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記中間ウェ
イクモードの間、前記スリープクロックに関連したエラーを補正するために前記受信機を
パワーアップし、
　前記第１の中間ウェイク期間後、第２のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置くことと、
　前記第２のスリープ期間後、第１のアウェイク期間の間、前記無線通信デバイスをアウ
ェイクモードに置くことと、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記アウェイクモ
ードの間、前記受信機、前記復調器、および、前記システムクロックをパワーアップする
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第２のスリープ期間後、第２の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを前
記中間ウェイクモードに置くことと、
　前記第２の中間ウェイク期間後、第３のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置くことと、ここにおいて、前記第１のアウェイク期間は前記第３の
スリープ期間の後である、
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スリープクロックに関連したエラーを補正することは、
　パイロット信号を受信することと、
　前記パイロット信号が受信された時間に基づいて、前記スリープクロックに関連したエ
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ラーを推定することと、
　前記推定に基づいて、前記スリープクロックに関連したエラーを補正することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記無線通信デバイスは、前記スリープクロックに関連したエラーを補正し、前記アウ
ェイクモードの間、ページング信号を復調する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　スロットサイクルの長さを動的に定義することと、
　前記スロットサイクルの長さに基づいて前記スロットサイクル内に発生する中間ウェイ
ク期間の数を調整することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　プログラムコードを備えるコンピュータ可読媒体であって、前記プログラムコードは、
実行されると、
　第１のスリープ期間の間、無線通信デバイスをスリープモードに置き、ここにおいて、
前記無線通信デバイスは、受信機、復調器、スリープクロック、および、システムクロッ
クを備え、前記無線通信デバイスは、前記スリープモードの間、前記受信機、前記復調器
、および、前記システムクロックをパワーダウンし、
　前記第１のスリープ期間後、第１の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを中
間ウェイクモードに置き、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記中間ウェイクモ
ードの間、前記スリープクロックに関連したエラーを補正するために前記受信機をパワー
アップし、
　前記第１の中間ウェイク期間後、第２のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置き、
　前記第２のスリープ期間後、第１のアウェイク期間の間、前記無線通信デバイスをアウ
ェイクモードに置く、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記アウェイクモードの
間、前記受信機、前記復調器、および、前記システムクロックをパワーアップする、コン
ピュータ可読媒体。
【請求項７】
　前記プログラムコードは、実行されると、さらに、
　前記第２のスリープ期間後、第２の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを前
記中間ウェイクモードに置き、
　前記第２の中間ウェイク期間後、第３のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置く、ここにおいて、前記第１のアウェイク期間は、前記第３のスリ
ープ期間の後である、請求項６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項８】
　前記スリープクロックに関連したエラーを補正することは、
　パイロット信号を受信することと、
　前記パイロット信号が受信された時間に基づいて、前記スリープクロックに関連したエ
ラーを推定することと、
　前記推定に基づいて、前記スリープクロックに関連したエラーを補正することと
　を備える、請求項６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項９】
　前記無線通信デバイスは、前記スリープクロックに関連したエラーを補正し、前記アウ
ェイクモードの間、ページング信号を復調する、請求項６に記載のコンピュータ可読媒体
。
【請求項１０】
　前記プログラムコードは、実行されると、さらに、
　スロットサイクルの長さを動的に定義し、
　前記スロットサイクルの長さに基づいて前記スロットサイクル内に発生する中間ウェイ
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ク期間の数を調整する、
　請求項６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１１】
　装置であって、
　第１のスリープ期間の間、無線通信デバイスをスリープモードに置くための手段と、こ
こにおいて、前記無線通信デバイスは、受信機、復調器、スリープクロック、および、シ
ステムクロックを備え、前記無線通信デバイスは、前記スリープモードの間、前記受信機
、前記復調器、および、前記システムクロックをパワーダウンし、
　前記第１のスリープ期間後、第１の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを中
間ウェイクモードに置くための手段と、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記中
間ウェイクモードの間、前記スリープクロックに関連したエラーを補正するために前記受
信機をパワーアップし、
　前記第１の中間ウェイク期間後、第２のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置くための手段と、
　前記第２のスリープ期間後、第１のアウェイク期間の間、前記無線通信デバイスをアウ
ェイクモードに置くための手段と、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記アウェ
イクモードの間、前記受信機、前記復調器、および、前記システムクロックをパワーアッ
プする、
　を備える装置
【請求項１２】
　前記第２のスリープ期間後、第２の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを前
記中間ウェイクモードに置くための手段と、
　前記第２の中間ウェイク期間後、第３のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置くための手段と、ここにおいて、前記第１のアウェイク期間は、前
記第３のスリープ期間の後である、
　をさらに備える請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記スリープクロックに関連したエラーを補正することは、
　パイロット信号を受信するための手段と、
　前記パイロット信号が受信された時間に基づいて、前記スリープクロックに関連したエ
ラーを推定するための手段と、
　前記推定に基づいて、前記スリープクロックに関連したエラーを補正するための手段と
　を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記無線通信デバイスは、前記スリープクロックに関連したエラーを補正し、前記アウ
ェイクモードの間、ページング信号を復調する、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　スロットサイクルの長さを動的に定義するための手段と、
　前記スロットサイクルの長さに基づいて前記スロットサイクル内に発生する中間ウェイ
ク期間の数を調整するための手段と
　をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　装置であって、
　実行可能な命令を記憶するメモリと、
　前記メモリに結合されたプロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　第１のスリープ期間の間、無線通信デバイスをスリープモードに置くための命令と、こ
こにおいて、前記無線通信デバイスは、受信機、復調器、スリープクロック、および、シ
ステムクロックを備え、前記無線通信デバイスは、前記スリープモードの間、前記受信機
、前記復調器、および、前記システムクロックをパワーダウンし、
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　前記第１のスリープ期間後、第１の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを中
間ウェイクモードに置くための命令と、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記中
間ウェイクモードの間、前記スリープクロックに関連したエラーを補正するために前記受
信機をパワーアップし、
　前記第１の中間ウェイク期間後、第２のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置くための命令と、
　前記第２のスリープ期間後、第１のアウェイク期間の間、前記無線通信デバイスをアウ
ェイクモードに置くための命令と、ここにおいて、前記無線通信デバイスは、前記アウェ
イクモードの間、前記受信機、前記復調器、および、前記システムクロックをパワーアッ
プする、
　を実行する装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、さらに、
　前記第２のスリープ期間後、第２の中間ウェイク期間の間、前記無線通信デバイスを前
記中間ウェイクモードに置くための命令と、
　前記第２の中間ウェイク期間後、第３のスリープ期間の間、前記無線通信デバイスを前
記スリープモードに置くための命令と、ここにおいて、前記第１のアウェイク期間は、前
記第３のスリープ期間の後である、
　を実行する請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記スリープクロックに関連したエラーを補正することは、
　パイロット信号を受信することと、
　前記パイロット信号が受信される時間に基づいて、前記スリープクロックに関連したエ
ラーを推定することと、
　前記推定に基づいて、前記スリープクロックに関連したエラーを補正することと
　を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記無線通信デバイスは、前記スリープクロックに関連したエラーを補正し、前記アウ
ェイクモードの間、ページング信号を復調する、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、さらに、
　スロットサイクルの長さを動的に定義するための命令と、
　前記スロットサイクルの長さに基づいて前記スロットサイクル内に発生する中間ウェイ
ク期間の数を調整するための命令と
　を実行する、請求項１６に記載の装置。
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